
















































































中堅繊維メーカーＤ社（ヤンゴン市）：2018年 2 月 7 日実施
⑴５S の徹底と手を洗う大切さ
日本の５S を基本とするが，特に縫製作業においては，手を洗うことの大
切さを教える。もともとミャンマーにおいては素手で食事を食べることが多
いため，縫製作業などを行う際には手の汚れがないことを徹底させる必要が
あるためである。
⑵見える化の徹底
３ ヵ月間の投入計画，サンプル数，産出量がどのくらいなどかを全員が分
かるように見える化をしている。そうすることで工場内の無駄を省きコスト
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ダウンを図っている。
⑶基本教育の高さ
ミャンマーの場合，学校，寺子屋など教育が充実しているため，識字率は
9５％程度と高い。また，勉学意欲もあるため，通信大学で資格を取得する人
も多い。
⑷人材確保と人材維持と現地従業員によるコミュニケーション重視
毎日，チラシを配り，採用面接を行っている。但し，中国資本などが入る
と給与を高く設定するため，流出する人材もいる。その背景には日系企業で
の職歴は現地企業や中国資本の企業に面接に行く際のステータスにつながる
点が挙げられる。他の繊維工場に転職する人の多くは研修期間中にやめるこ
とが多い。
Ｄ社で長期に渡り働いている従業員たちには，現地のスタッフを通して月
に 1 度ミーティングを行っている。本社で決まったことは，生産ラインの班
ごとに現地従業員のマネージャークラスが連絡する。また何か相談がある場
合も，班長を通して話をすることもある。もちろん直接マネージャークラス
に相談することもできるようにしている。
但し，基本的になにか情報発信する場合は，現地従業員のマネージャーク
ラスが行うようにしている。日本人社員がこうしたコミュニケーションを行
うことは，通訳を介することで行うため，バイアスがかかってしまうおそれ
があることを考慮しているからである。
